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ウォーキングの利用者を増やすため、立ち寄りスポットの新規開拓を行う。
長久手市第２次地域
公共交通総合連携
計画の策定

平成25年度から作成している長久手市第２次地域公共交通総合連携計画を策定し、公表す
る。

④
リニモ沿線地域づくり
活動促進事業

活動促進事業の応募条件として、継続支援は行わないこととし、新たな活動団体への支援を目指
す。

公共交通シンポジウ
ムの開催

本市の公共交通の新たな活動として、市民の公共交通に対する意識の醸成、公共交通の情
報発信の場として、公共交通に関するシンポジウムを開催する。

維持

地域住民や学生等による地域
づくり活動によって

7,233

7,306

事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容（H26以降に実施する内容）

H26以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

③
リニモウォーキング開
催事業

リニモ利用者数前年度
実績から5％の増加
（過去３年間の毎年の伸
びが約5％）

125 125 負担金125千円（愛
知県、瀬戸市、豊田
市、日進市で構成す
るリニモ沿線地域づく
り調査研究会　全体
事業費2,000千円）

B
支援事業の応募団体が固定化しつつあっ
たため、平成25年度は新事業を検討し、リニ
モ利用者の多くを占める大学生に着目し、
沿線大学の、リニモを対象とした活動グルー
プを支援することとした。直接の効果は見え
ないが、活動内容の周知やイベント等の実
施しており、年間のリニモ利用者は前年より
増加している。

125 125
拡充

125

リニモを積極的に活
用した沿線の地域づ
くりに取り組むことで、
沿線の活性化を図
る。

4件の事業
を支援

リニモ年間利用
者数

6,959

千
人

維持

④
リニモ沿線地域づくり
活動促進事業

市内外の住
民に

人
前年度実績を目標と
した。

－ － B 前年に比べ、参加者が減少している。
そのため、リニモ沿線で開催されるイベ
ントと協力したり、他事業者のウォーキ
ングイベントと開催が重ならないような日
程調整など、事業費をかけない方法で
改善を行う。

－ －
維持

－

魅力あるリニモ沿線
施設をＰＲし、交通手
段としてのリニモを知
り、利用してもらう。

13回開催
延参加者数
16,100人

ウォーキング参
加者数（１回あた
り）

1,369

年13回リニモの駅等を発着地
とするウォーキングを開催する
ことで

1,238

1,369

維持

③
リニモウォーキング開
催事業

市内外の住
民に

②
リニモ夏休みイベント
開催事業

市内外の住
民に

500 500

負担金500千円
（愛知県、名古屋市、
瀬戸市、豊田市、日
進市で構成する東部
丘陵線連絡協議会
全体事業費6,700千
円）

B
目標値には達していないが、前年より期
間中のリニモの利用者が増加している。
今後も参加者アンケートなどを参考に、
内容改善を図ったり、体験型のイベント
を増やすなど、参加者により満足してい
ただけるイベントを目指し、継続して事
業を実施する。

夏休みに、リニモとリニモ沿線
の施設を活用した中学生以下
向けイベント（23回：各定員80
～100人）を開催することで

1,077 500 500
拡充

イベントに参加しても
らい、その後もリニモ
を使用して沿線施設
を利用してもらう。

27回開催
延参加者数
2,359人

７～８月リニモ利
用者数

1,059

千
人

リニモ利用者数前年
同時期実績（７～８
月）から6％の増加
（過去３年間の毎年
の伸びが約6％）

1,122 500

H25実績
7月～ 10月～

現行どおり実施していく。また、平成２６年度は長
久手市第２地域公共交通総合連携計画を策定
し、新たな取組みとして、公共交通シンポジウムの
開催を予定しており、その事業費を予算計上して
います。今後も本市の公共交通を維持・確保して
いくためにも事業を継続する。

市内の公共交通機関全般の
利便性向上や利用促進につ
いて検討し、事業展開すること
で

リニモ：19,800人/日
N－バス：601人/日

名鉄ﾊﾞｽ：2,111人/日
5,089 4,966

維持
リニモ：18,150人
Ｎ－バス：495人

名鉄バス：2,464人
4,227

公共交通利用者
数

リニモ：19,060人
Ｎ－バス：563人

名鉄バス：2,222人

人

地域公共交通総合
連携計画で目標とし
て定められた数値
（Ｈ２５年度にＨ２０年
度比１０％ＵＰ）

1,734 1,554

住民満足度の高い市
内公共交通機関の
ネットワークを構築す
る。

会議を5回
開催し、Ｎ
－バス運行
経費補助申
請手続やか
わら版を発
行

事業費

評価手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

①
地域公共交通会議
運営事業

市内外の住
民に

成果指標の目標値
設定の根拠

H24予算 H24決算
H25決算の主な内訳

（単位：千円）
4月～

成果指標

削減

会議運営費4,725千
円、委員報酬241千
円

A

H24実績
単
位

1月～ H25目標値 H26予算

0 0 事業の廃止の検討

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

移動手段を車から公共交通に、普段公共交通を利用しない人が乗るような利便性の高い公共交通体系の展開。

受益者負担額 0 0 0

評価の説明H25予算 H25決算 事業規模

対象
（だれ、何に
対して）

他事業と統合

4,852 現行どおり実施

0 0 事業の改善

地方債 0 0 0 0 0
国費・県費 0 0 0
一般財源 2,359 2,179 5,714 5,591

2,179 5,714 5,591
総事業費

（単位：千円）
H24予算 H24決算 H25予算 H25決算

評価の見方
平成１8年度 終了（予定）年度 ―

総事業費

事業の対象
（だれ、何に対して）

市内外の住民
2,359

その他 0 0 0 0 0 運営主体の見直し

う
ち

長久手市行政評価票

担当部署
部 課

行政経営部 経営管理課

H26予算

事業の名称 公共交通利用促進事業事業番号 3

4,852

事業の目的・概要

（目的）
長久手市地域公共交通総合連携計画の目標「みんなで支える　人と環境にやさしい公共交通」を具現化するため、公共交通
の利用促進により、過度に車に依存しないエコモビの推進を図る。
（概要）
長久手市地域公共交通会議にて、利用実態や利用者満足度などを調査・検討し、利便性の高い地域公共交通の展開を図
る。また、愛知県とリニモ沿線市との共同で沿線の施設とリニモを使ったイベントを実施したり、リニモウォーキングを実施するこ
とで交通手段としてのリニモをPRする。さらに市民目線による公共交通に関するかわら版（タイトル、市民協力者（執筆者）を公
募）を発行することで親しみのある公共交通への醸成を図る。また、住民団体の地域づくり活動への支援をすることで、リニモ
沿線の活性化を図る。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

他の市町においても、公共交通に関する協議会等を設け、公共交通の利用促進・利用者の利便性向上を
図るとともに、コミニティバスにおいては市外へのルートを設置することで広域的な連携を図る市もある。ま
た、民間路線の廃止に伴い、金銭補助や移動手段確保のためにコミニティバスを導入・拡充している自治体
もある。

事業期間 事業開始年度

（27回） 

（3回） （5回） （5回） 


